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１．趣 旨 

第５次狭山市男女共同参画プラン（計画期間：令和４年度～令和８年度）（以下「第５次プ

ラン」という。）に掲げた各事業の着実な推進と実効性の確保を図るため、狭山市男女共同参

画推進条例第１１条の規定に基づき、令和６年度の事業の実施状況と今後の方向性について

施策ごとに報告します。 

２．施策体系 

「人権が尊重され 女
ひと

と男
ひと

が輝けるまち さやま」の基本理念のもと男女共同参画を推進

するための４つの基本方針に１４施策、９３事業を掲げ、関係部署との連携を図りながら、

総合的に施策に取り組みました。 

＜施策体系図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
施策の具体的な内容

①ワーク・ライフ・バランスについての意識啓発の推進
②多様なライフスタイルに対応した環境づくり

①男女の雇用機会における平等の促進
②女性が能力を発揮できる環境づくり
③多様な働き方への支援
④家族経営・小規模事業所等への意識啓発の推進

①家庭生活における男女共同参画の促進
②地域社会における男女共同参画の促進

①健康的な生活を送るための意識・健康づくりの促進
②性と生殖に関する健康と権利

（リプロダクティブ・ヘルス／ライツ）についての理解と尊重

①地域の防災分野における男女共同参画の推進

①協働のまちづくりの推進
②地域・社会活動団体への支援
③世代の特性に応じた地域参加・活動への支援の推進
④困難を抱えた女性等が地域で安心して暮らせる環境の整備

①男女間のあらゆる暴力の防止に向けた教育・啓発活動の推進
②各種ハラスメントの防止に向けた教育・啓発活動の推進

①被害者の自立に向けた支援体制の充実

① DV相談体制の充実と機能強化
②被害者の安全確保の充実
③関係機関との連携強化と防犯情報の提供

①国際理解のための情報収集と提供
②外国人市民への支援体制の充実
③国際理解のための教育と地域活動の促進

①男女共同参画社会の実現に向けた啓発活動の推進
②家庭・職場・地域における社会慣行の見直しの促進
③男女共同参画に関する情報収集と提供

①性的少数者（LGBTQ等）に配慮した男女共同参画の理解と尊重
②メディアにおける人権の尊重

①男女共同参画の視点に立った男女平等教育の推進と充実
②教育関係者の意識啓発の推進と充実
③生涯学習における男女平等教育の推進と充実

①審議会等への女性の登用の推進
②女性人材の発掘・育成
③職員の意識改革及び職場環境の整備

SDGsとの関係基本理念 基本方針 施 策

人
権
が
尊
重
さ
れ

女
と
男
が
輝
け
る
ま
ち

さ
や
ま

Ⅰ 互いの人権を尊重し認め合える意識の醸成

Ⅱ あらゆる分野でいきいきと輝ける環境の整備
【狭山市女性活躍推進計画】※１

Ⅲ 安全・安心に暮らせる生活環境の構築

1 男女共同参画の実現に向けた意識づくり

2 男女共同参画の視点に立った教育・学習の推進

４ 国際化に対応した男女共同参画の促進

1 ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の促進

2 働く場における男女共同参画の促進

3 家庭、地域社会における男女共同参画の促進

1 男女の生涯にわたる健康支援

2 地域・社会活動における男女共同参画の促進

3 防災における男女共同参画の促進

Ⅳ 男女間のあらゆる暴力の根絶
【狭山市DV防止基本計画】※２

１ 男女間のあらゆる暴力を許さない意識の醸成と体制づくり

２ 相談体制の充実と被害者の安全確保

３ 自立に向けた支援体制の充実

３ 多様性の理解促進、人権の尊重

４ 政策立案及び方針決定への男女共同参画の推進

ひ
と

ひ
と
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＜施策・事業数＞                         （単位：件） 

 施  策 施策の具体的な内容 具体的な取組み(事業) 

基本方針Ⅰ ４ １１ ２６ 

基本方針Ⅱ ４ １１ ２７ 

基本方針Ⅲ ３ ７ ２５ 

基本方針Ⅳ ３ ６ １５ 

合 計 １４ ３５ ９３ 

 

３．事業の評価方法 

（１）評価方法と評価の流れ 

狭山市男女共同参画プランを実効性あるものとするため、市施策について男女共同参画

を推進する視点からの配慮の度合いを評価します。 

担当課は、担当施策等の実施後の状況について、男女共同参画の視点から取組に対する

配慮度の度合いを評価し、男女共同参画センターへ報告します。 

男女共同参画センターでは、この報告を取りまとめ、担当課にフィードバックすること

で、全庁的に男女共同参画に配慮された事業の推進を図ります。 

 

（２）事業担当課による評価方法 

担当課は、下記の「配慮度視点項目」の各項目について、「十分に配慮」「配慮」「多少配

慮」「配慮できなかった」「評価対象に該当しない」で評価します。その配慮度視点項目の評

価をもとに、配慮度（％）を算出し、配慮度に応じて「Ａ～Ｅ」の５段階の評価を行いま

す。担当課が実施した事業の評価については、別紙「第５次狭山市男女共同参画プラン事

業の担当課による評価値」のとおりです。 

 

評 価 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

配慮度 90％以上 
80％以上 

90％未満 

60％以上 

  80％未満 

40％以上 

60％未満 
40％未満 

 
 
 

[配慮度視点項目] 

①事業の企画・立案・実施にあたり男女双方の意見がとりいれられているか。 

②事業の対象者を男女ともに想定し、現状やデータを男女別にしているか。 

③男女にとって利用・参加しやすい配慮をしているか。 

④広報・印刷物などが、男女共同参画に配慮した表現になっているか。 

⑤事業効果が男女双方に及ぶよう配慮しているか。 
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４．事業の評価結果 

第５次プランに位置づけた、具体的な取り組み９３事業における令和６年度に担当課が実

施した総事業数は２１２件となりました。担当課で実施されたものについては、別紙「第５

次狭山市男女共同参画プラン事業の担当課による評価値」にまとめてあり、その中の評価を

集計したものが、３頁の表になっています。 

実施した事業の評価結果は、基本方針Ⅰ～ⅣいずれもＡ評価が最も多く、全体でも８割を

超えた割合となっています。 

基本的な配慮はしておりますが、より男女共同参画社会の実現を意識した取り組みを行う

ために検討の余地がある事業に関しては、C評価となっています。 

なお、各事業の実施状況の詳細については、「令和６年度第５次狭山市男女共同参画プラン

の事業実施状況」として、市公式ホームページに掲載します。 

【事業の評価結果（令和６年度）】         （参考） 

評価 配慮度 
基本方針 

合計 割合 
 令和５年度 

評価結果 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 

Ａ 90％以上 

 
件 
３６ 

７６ 

 
件 
４１ 

７６ 

 
件 
６２ 

７６ 

 
件 
３４ 

７６ 

 
件 

１７３ 

７６ 

 
％ 

8１.６ 
 

７６ 

 
％ 

75.7 
 

７６ Ｂ 
80％以上 
90％未満 ２ １１ １２ ５ ３０ 

 

１4.１ 1５.４ 

Ｃ 
60％以上 
80％未満 ２ ４ ２ ０ ８ ３.８ ７.９ 

Ｄ 
40％以上 
60％未満 ０ ０ ０ ０ ０ 0.0 0.5 

Ｅ 40％未満 ０ ０ ０ ０ ０ 0.0 0.0 

－ － 
０ 

（３） 
１ 

（４） 
０ 

（２） 
０ 

（１） 
１ 

（１０） 
0.5 0.５ 

合 計 
４０ 
（３） 

５７ 
（４） 

７６ 
（２） 

３９ 
（１） 

２１２ 
（１０） 

100.0 100.0 

   
 

＊「評価」欄の「－」は、事業実施がないもの、実務は他課に係る事業であるため担当課で 
の評価が困難なもので、評価対象外としたもの 

 

５．基本方針の成果目標の達成状況 

第５次プランに掲げた１５の成果目標の成果目標達成状況は、次の表のとおりです。 

 

〇基本方針Ⅰに関する成果目標達成状況 

【概要】 

「男女共同参画に関する講演会、セミナーなどの延べ参加者数」「人権教育に関する事業

への参加者数」については、概ねコロナ禍以前の規模と同等の開催となったこともあり、

参加者数はそれぞれ基準値及び現状値より増加しており、特に「男女共同参画に関する講

現状値(令和２年 
度)より改善 

現状値(令和２年 
度)から横ばい 
から横ばい 

現状値(令和２年 
度)より後退 

進捗状況 
の凡例 

※（ ）は事業実施なし 
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演会、セミナーなどの延べ参加者数」については、目標値を超える結果となりました。 

№ 項目・担当課等 
基準値 

(平成27年度) 
現状値 

(令和2年度) 
令和６年度 

目標値 
(令和8年度) 

進捗 

状況 

１ 

性別役割分担意識「男は仕
事、女は家庭」の考えに反対
する割合(そう思わない＋どち
らかといえばそう思わない) 【男
女共同参画センター】 

69.8％ 76.2％ ― 80.0％ ― 

２ 
男女共同参画に関する講演
会、セミナー等の延べ参加者
数 【男女共同参画センター】 

414人 34人 1,115人 770人 
 

３ 
人権教育に関する事業への参
加者数 【社会教育課】 

4,070人 2,352人 2,814人 4,800人  

４ 

性的少数者（セクシュアル・マ
イノリティ）という言葉と意味を
知っている人の割合 【男女共
同参画センター】 

― 65.1％ ― 80.0％ ― 

※網掛け部分の実績値は、市民意識調査実施時のみ算出する数値である 

 

〇基本方針Ⅱに関する成果目標達成状況 

【概要】 

「保育施設待機児童数」は、現状値と比較し３人減となりましたが、「学童保育室待機児

童数」は６４人増となりました。 

「働き方に関する講座の参加者数」については、複数回にわたる講座を開催したことか

ら２５２人の増、「認知症サポーター養成人数」は累計で２，０５９人の増となりました。 

「審議会等における女性委員の登用率」は現状値と比較し０．７ポイント、「市職員の課

長相当職に占める女性の割合」は６．８ポイント増加しており、政策立案や方針決定への

男女共同参画が推進されています。 

№ 項目・担当課等 
基準値 

(平成27年度) 

現状値 

(令和2年度) 
令和６年度 

目標値 

(令和8年度) 

進捗 

状況 

５ 
保育施設待機児童数 （６年
度当初時点）【保育幼稚園課】 

69人 19人 16人 0人 
 

６ 
学童保育室待機児童数（６年
度当初時点） 【青少年課】 

52人 55人 119人 0人  

７ 
働き方に関する講座の参加者
数 【男女共同参画センター・
産業振興課】 

57人 68人 320人 80人 
 

８ 
認知症サポーター養成人数
（累計）【介護保険課】 

6,993人 11,687人 13,746人 17,687人 
 

９ 
審議会等における女性委員
の登用率（６年度当初時点） 
【総務課】 

28.8％ 31.6％ 32.3％ 40.0％ 
 

10 
市職員の課長相当職に占め
る女性の割合* 【職員課】 

6.2％ 13.8％ 20.6％ 15.0％ 
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*課長相当職に指導主事は含まない 

〇基本方針Ⅲに関する成果目標達成状況 

【概要】 

「乳がん検診の受診率」は、現状値と比較し３．６ポイントの増となっています。 

「健康づくり講演会の参加者数」については、事業を実施したため、１００人増となっ

ています。 

「自主防災組織リーダー養成講座の女性の参加者数」ついては、実績がゼロとなってい

ます。 

№ 項目・担当課等 
基準値 

(平成27年度) 
現状値 

(令和2年度) 
令和６年度 

目標値 
(令和8年度) 

進捗 

状況 

11 
乳がん検診の受診率 【保健
センター】 

― 17.4％ 21.0％ 22.0％ 
 

12 
健康づくり講演会の参加者数 
【健康づくり支援課】 

245人 ― 100人 250人  

13 
地域活動・社会活動を「特に
していない」と回答する割合
【男女共同参画センター】 

50.7％ 50.0％ ―  ― 

14 
自主防災組織リーダー養成講
座の女性の参加者数【危機管
理課】 

1人 ― 0人 20人 
 

※網掛け部分の実績値は、市民意識調査実施時のみ算出する数値である 

 

〇基本方針Ⅳに関する成果目標達成状況 

№ 項目・担当課等 
基準値 

(平成27年度) 
現状値 

(令和2年度) 
令和５年度 

目標値 
(令和8年度) 

進捗 

状況 

15 
ＤＶを受けた時に公的な相談
機関に相談しようと思う人の割
合 【男女共同参画センター】 

58.9％ 47.1％ ― 60.0％ ― 

※当実績値は、市民意識調査実施時のみ算出する数値である 

 

６．総評 

基本方針Ⅰについては、講演会や各種事業への参加者数は増えておりますが、引き続き

参加の周知を図り、より一層、男女共同参画への意識の醸成を図っていきます。 

基本方針Ⅱについては、仕事をしながら子育てをする世帯の増加から、学童保育室の待

機児童数は依然として多い状況となっております。また、審議会等における女性委員の登

用率や市職員の課長相当職に占める女性の割合は増加しています。引き続き、あらゆる分

野で男女が対等な立場で地域や社会に積極的に参画するための施策に取り組んでいきます。 

基本方針Ⅲについて、乳がん検診の受診率は目標値に近づいております。引き続き、が

ん検診の早期受診に向けた啓発、他、講演会や講座への参加に向けた広報や啓発を推進し

ていきます。 

基本方針Ⅳについては、より一層のＤＶ防止啓発や相談窓口の周知に取り組んでまいり

ます。 


